
２０１０年度協定校留学近況報告書 

記 入 日 2010年 10月 4日 

留 学 先 大 学 ウィーン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：経済学部，現地言語：Fakultät für Wirtschaftswissenschaften 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2010年10月－2011年 6月 

明 治 大 学 で の 所 属 政治経済学部経済学科     専攻 /      研究科     専攻 

学 年 （ 出 発 時 ） 4年生 

    

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の

学生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

まずは語学力。もちろんドイツ語の必要性も感じているが、留学生としてきているほかの学生は英語を当然

のように使うので、英語の能力がもっとあればと感じる場面が多々ある。 

生活面に関しては、Buddy の現地の学生が助けてくれるのでそれほど困ることはない。ただし、ビザの申請な

どで日本から持って来なければいけない資料（戸籍抄本の写しの翻訳、無犯罪証明など）があるので、日本

で自分で準備してこなければならないこともあるので注意。 

食に関しては、やはり日本食も恋しくなるので持ってこられるならば簡単な調味料などがあるといいかもし

れない。 

Ⅱ．留学のための渡航前手続き 

ビザの種類：渡航前には必要なし 申請先：      

ビザ取得所要日数：まだ不明 ビザ取得費用：現地にて 100€が必要。 

さらに、3500€ほど経済力の証明として必要 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？どのように手配しましたか？ 

日本から持ってこなければならないもの： 

・戸籍抄本の写しの翻訳したもの →翻訳は S&E という翻訳会社で。その後、大使館にて認証が必要。1万円

ほどかかる。 

・犯罪経歴証明書（無犯罪証明？）→自分の住んでいる都道府県の警察署にて発行。無料 

あとは現地にて受け取る証明書（入学証明書や、賃貸契約の証明書など）が必要。 

また、ビザの申請の際に 100€かかる。 

その他に必要であった手続き・方法・料金など 

 

 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 エールフランス航空 

航空券手配方法 

WEB にて。 

予定が組めるのであれば、なるべく早く予約したほうが間違いなく安いと思う。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 ウィーン国際空港 現地到着時刻 19：30 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー その他                      

移動の所要時間 30 分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

一番早いのが CATという町の中心と空港を結んでいる電車。10 €で 15分ほど。 

バスだと 40 分ほどかかる。料金は 6 €程だったと思う。普通の列車だと 30分程度で町へ出られる。 

それぞれ到着する駅も異なるので、自分の宿泊する場所によって決めたほうがいいと思う。 

大学到着日      月     日     時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮     アパート     その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋     その他 

（一人部屋があり、キッチン、バス、トイレは共有） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した   その他（     ） 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

寮はすぐに見つかったが、鍵を受け取る場所がまったく違うところだった。事前に確認したほうが良かった。 

3.オリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9月 27日、10月 4日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ それほど新しい情報はなかった。事前に受け取っていた資料と同じようなことを言っ

ていた。ドイツ語ではなく英語。 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 10 月 4日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

有。まだやっていないので詳細は不明。ビザとは別物。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

      



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（9月 15日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

一般の学生と同じ。ただ、履修できなくても、授業で留学生だということで直接頼めばとらせてくれること

も多いとのこと。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

2.履修単位数 

一学期の登録単位数・科目数を教えてください。   
4科目     単位 

多すぎた ちょうど良い 少なすぎた 

留学先大学の学生は週平均何科目とるのが一般的ですか？ 10 科目／週（     時間）ぐらい 

3.授業内容 

現在までに受講している授業はどのように授業が進めれらていますか？（予復習，テスト準備など，ア

ドバイスもご記入下さい。） （下記授業の履修時期：2010年 10月から 2011 年 1月） 

１ Politische Ökonomie Europas/Rosner, Peter  120 分が週 1回 4単位 

学生の数は 50人程度。先生の話すドイツ語は聞き取りにくく感じる。授業中に資料が配られ、そのデータを

もとに授業を進めていく。テストの詳細については不明。 

２ Einführung in die Internationale Entwicklung/Faschingeder, Gerald 90分が週 1回 3単位 

学生の数は 80人程度。アシスタントの学生？が 2人いる。授業中に学生同士でディクテーションをしたり、

グループでの発表をしたりする。レポートの課題が計６回ある。 

３ Deutsch für internationale Studierende (Mittelstufe) Parallelkurs 

I/Koban, Andrea 

90分が週１回 3単位 

学生の数は 50人。事前にドイツ語のテストがあり、合格すると履修できる。外国人留学生のためのドイツ語

の授業。先生の話は聞き取りやすい。 

４ Mikrooekonomie I/Nermuth, Manfred 2時間が週 1回 4単位 

学生の数は 200 人程度。すでに知っている内容の授業なので、単語さえ分かればついていける。専門用語を

学ぶのにちょうどいいと思った。テストなどの詳細は不明。 



 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
                                          

9:00 
                                          

10:00 
語学コース 語学コース 語学コース 語学コース 語学コース             

11:00 
語学コース 語学コース 語学コース 語学コース 語学コース             

12:00 
語学コース 語学コース 語学コース 語学コース 語学コース             

13:00 
昼食 昼食 授業 授業 昼食             

14:00 
授業 自習 授業 授業 自習             

15:00 
授業 自習 昼食 昼食 自習             

16:00 
      自習 自習 自習 自習             

17:00 
            自習 自習                   

18:00 
      授業 自習 自習                   

19:00 
夕食 授業                               

20:00 
      授業 夕食 夕食 夕食             

21:00 
      夕食                               

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 

Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについてや、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ウィーン大学が行っているドイツ語のコースを受けるために、授業が始まるよりも早く現地に来たが、授業

が始まるまでは孤独な時間が多かった。だが、こっちの生活に慣れるという意味では早めに来てよかったと

思う。 

日本人もわりと多いところだと思うので、注意していないと日本人としか交流ができなくなってしまう恐れ

もあると感じる。 

寮の生活が良くなるかどうかは、本当に運だと思う。ルームメイトと仲良くなれる場合もあれば、そうでな

い場合もある。ウィーン大学は校舎もいくつかあるので、自分の行く学部がどこで授業があるのかなど確認

してから寮をとったほうがいいと思う。寮によっては治安のあまり良くない場所にある寮もあるので注意を。 

非常に住みやすい街だと思う。ただ、想像以上に寒い。また、お店の人などは日本ほど丁寧ではない。 

 


